
 

船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 令和７年６月２５日 ２３時５５分頃 

発生場所 鹿児島県志
し

布
ぶ

志
し

市志布志港 

 志布志港防波堤灯台から真方位１８２°１,７５０ｍ付近 

 （概位 北緯３１°２７.５′ 東経１３１°０６.５′） 

事故の概要  貨物船佑
ゆう

佳
か

は、入港中、防波堤に衝突した。 

事故調査の経過 令和７年７月７日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 佑佳、４９９トン 

 １４０３２７、不動海運有限会社 

 乗組員等に関する情報 船長、五級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 球状船首左舷側に凹損等 

防波堤 コンクリートに擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風力 １、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 下げ潮の末期 

月齢：２９.３ 

 事故の経過 本船は、船長ほか４人が乗り組み、コンテナ約５０ｔを積載し、荷

役の目的で志布志港に向かっていた。 

本船は、志布志港内の沖防波堤と東防波堤（Ｂ）（以下「東防波

堤」という。）との約１５０ｍの間（以下「出入口」という。）を通航

して、若浜中央岸壁（以下「係留予定地」という。）に着岸しようと

していた。 

本船の入港時、港内の東防波堤側に貨物船１隻が停泊していたが、

本船の入港に影響がなく、また、他に本船の通航に支障となる物はな

かった。 

本船は、出入口を通過後、北西方の係留予定地に直接向かうことが

可能であり、係留予定地は、照明灯が設置され、地形的にも判別が容

易であった。 

船長は、志布志港の南東方沖で、乗組員４人に入港準備作業を指示

した。 

船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させ、単独で手動操

舵で操船に当たり、本船を約４ノットの対地速力で北西進させた。 

船長は、左舷方に視認した沖防波堤東端標識灯（以下「東標識灯」

という。）の緑色灯火を見ながら本船を左転させ、出入口に船首を向

けた。 



 

船長は、沖防波堤との距離をもう少し離そうと思い、本船を少し右

転させ、また左転させて元の針路に戻し、東標識灯を左舷方に見て通

過したところ、東防波堤南端標識灯（以下「本件標識灯」という。）

の赤色灯火を船首方に認めた。 

船長は、左舵を取り、本件標識灯に接近し過ぎないように、本件標

識灯を右舷側に見ながら出入口を通過中、左舷側の沖防波堤が船首方

に迫っていることに気付いた。 

船長は、直ちに右舵を取って機関操縦レバーを中立にした後、全速

力後進としたが、本船の左舷船首部が沖防波堤に衝突した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 航行経路図 

 

船長は、乗組員に負傷がないこと及び本船の損傷状況を確認した

後、本事故の発生を１１８番通報した。 

本船は、自力で航行して係留予定地に着岸した。 

船長は、志布志港への入出航経験が数回あり、夜間の入航は初めて

であったが、同港への通航経路を理解しているつもりであった。 

船長は、本事故発生時、沖防波堤の東端を通過する前から、目視の

みによって防波堤に近づき過ぎないようにすることに意識が向いてい

て、レーダー及びＧＰＳプロッターを見ていなかった。 

分析 (1) 船長は、志布志港への夜間入航は初めてであったものの、同港

へ昼間に入航した経験があり、同港への通航経路を理解していた

つもりであったことから、事前にＧＰＳプロッター等によって入

港針路を設定するなどの対策を講じなくても、目視のみで出入口

を通航し、本船を入港させることができると思っていたものと考

えられる。 

(2) 船長が、夜間にもかかわらず入港針路を設定せず、また、ＧＰ

Ｓプロッター等を活用しなかったことには、次のことが関与した

ものと考えられる。 

① 出入口は狭いものの、外方の障害物は延伸した沖防波堤のみ
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で、北側に障害物がない。 

② 港内が広く、入港船舶は、出入口を通過後、係留予定地に向

かって着岸の針路にすることが可能であり、操船が比較的容易

である。 

③ 係留予定地は、照明灯が設置され、地形的に判別が容易で

あった。 

(3) 本事故当時、次のとおり、沖防波堤が見えづらい状況であった

ものと考えられる。 

① 出入口付近の照明設備は、北側の本件標識灯のみで、南側の

沖防波堤には何も設置されていなかった。 

② 暗夜（新月）であり、照明のない場所では物標の識別が困難

であった。 

(4) 本船が出入口に向けて左転した後、船長が目視で操船を行った

状況は、次のとおりであったものと考えられる。 

① 船長は、本船が北西進中、東標識灯を見ながら本船を出入口

に向けようと左転させ、本船が沖防波堤に近い進路となったも

のの、そのことを認識するのが遅れた。 

② 船長は、沖防波堤との距離をもう少し離そうとした際、本船

を北方へ大きく移動させてしまい、本船が本件標識灯に接近す

る進路となった。 

③ 船長は、本件標識灯に接近し過ぎないよう沖防波堤の方に寄

せるように左舵を取った際、沖防波堤が見えなかったことか

ら、針路を南側に大きく変えて、本船が沖防波堤（北側）西端

の手前に向かう進路となったものの、沖防波堤に接近している

ことに気付かなかった。 

(5) (1)～(4)から、本船は、志布志港へ入港中、左舷船首部が同防

波堤に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、船長が、志布志港への初めての夜間入航に当たり、事前

に入港針路を設定するなどの対策を講じず、本船が同港へ入港中、目

視のみで操船したため、本船が左舷方の沖防波堤に接近していること

に気付くのが遅れ、本船が同防波堤に衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、入出航の際は、ＧＰＳプロッター等を活用して事前に入

出港針路を設定すること。 

 ・船長は、防波堤等の障害物近くを航行する場合、適切なコースラ

インを設定し、目視のみに頼ることなく、レーダー及びＧＰＳプ

ロッターを活用して障害物から安全な距離を確保すること。 

 ・船長は、夜間、防波堤等の障害物近くを航行する場合、他の乗組

員を昇橋させて見張りの補助等をさせること。 


